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平成２６年１０月２０日
奄美市農業委員会
第１０回定例総会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　昇　睦朗
　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　山田良光
奄美市農業委員会第１０回定例総会議事録

１．招集日時　　平成２６年１０月２０日(月)　　午前９時３０分～
２．招集場所　　奄美市文化センター第１会議室
３．出席委員
	番号
	氏　　名
	番号
	氏　　名

	　1
	與島　文雄
	12
	屋島　良幸

	　2
	山下　典仁
	13
	喜野　和也

	　3
	吉　　卓男
	14
	中村　秀明

	　4
	昇　　睦朗
	15
	松元　修一
	

	　5
	山田　良光
	16
	肥後　安美
	

	　6
	榮　　清志
	17
	泉　　智宜
	

	　7
	前田　孝德
	18
	志岐　清夫

	　8
	行　　辰朗
	19
	赤﨑　重雄

	　9
	前山重一郎
	20
	榮　　清安

	10
	南　　利郎
	21
	野﨑　清志

	11
	松崎　文好
	22
	福原　秀和


４．欠席委員
５．議事に参与した者

　　事務局長　　　川内　　進　  事務局次長　　山下　文次
　笠利分室長　　中尾　豊和　　住用分室主幹　用稲　工巳　
６．報告事項

　　 ・出張報告　平成２６年度鹿児島県農業者年金協議会大島地区支部総会

について
　　 ・１０月定例総会日程について

７.議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第62号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第63号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第64号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第65号　非農地の認定について

議案第66号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
協議事項

(4)　その他

　　　 ・平成２６年度農業委員等ブロック別研修会について
　　　 ・広域農地パトロールについて
　　　 ・１２月定例総会の日程について
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２２人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２６年第１０回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は　　　　　委員、　　　　委員）
それでは、議事日程に入ります。
日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に４番昇　睦朗委員と５番山田良光委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は、日程通知のとおり議案第６２号から議案第６６号までの５件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は、１日と決定いたしました。
本日の議案日程は、あらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
日程第３
　議案第６２号農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたします。
　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（川内局長）

（事務局の朗読及び説明）　

№２５につきましては、売買による所有権移転でございます。３ページにありますように受人は、サトウキビ１５４．０アール栽培しており、取得地にはサトウキビを植栽する予定で、規模拡大のためと判断いたします。

№２６につきましては、売買による所有権移転でございます。１１ページにありますように受人は、タンカンを植栽する予定で、新規であり１４ページに営農計画書も添付されており、規模拡大のためと判断いたします。

№２７につきましては、３条に係る買受適格証明願いであります。２１ページにありますように受人は野菜５２．９アールを栽培しており、規模拡大のためと判断いたします。
以上３件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たして
いると思われます。以上です。
（前山会長）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。順次、譲受人、譲渡人及び土地の順に報告をお願いします。
　

（福原委員）

　議案第６２号農地法第３条の規定による許可申請について№２５の調査結果について報告いたします。
　１０月１４日（火）受人宅へ２時２０分頃訪問しましたが留守でした。５時頃に家の前を奥さんが自転車で通るのを見ましたので、５時３０分頃に受人家を訪問しました。母親を病院に二人で連れて行って帰りその後ご主人は畑に行ったとのことで留守でしたが、奥さんに３条申請が出ており確認に来ましたが間違いありませんかと聞きましたところ、間違いありませんのでよろしくお願いいたしますとのことでした。１９日９時４５分頃受人に土地の件で再度確認しましたら間違いないということでした。
土地については、１０月１５日(水)５条申請の現地立会後に、野﨑委員の現場案内で昇委員と私の３人で現場確認してきました。私もその後に４時頃渡人の植田さん宅まで行ったのですが家は鍵でどうしても連絡が取れなくて、昨日１０月１９日(日)午前８時４５分頃吉委員に連絡を取りましたら、本人と会って確認をして内容に間違いないということでした。それと土地については既に夏植えがされております。委員の皆様のご審議方よろしくお願いいたします。以上です。

（吉委員)

農地法第３条№２５の譲渡人について調査報告いたします。

１０月１７日昼間に自宅を訪問しましたら留守でしたが、夕方６時２０分に自宅で譲渡人に会うことが出来ました。本人は最近この土地のサトウキビの反収が落ち経営を縮小するために売買するということでした。申請書に記載されたとおりであるということで本人の確認を取っております。審議の程よろしくお願いします。以上です。

(昇委員)

ただいまお二人の委員が報告したとおりでございまして、土地については先程委員が報告の中で述べられたようにきれいに夏植えがされており５センチメートルから１０センチメートル程キビの芽がきれいに出揃っているという状況です。なおこのキビの植え付けは譲受人がしたというふうに認識しております。以上です。

(屋島委員)

　議案第６２号№２６の農地法第３条の規定による許可申請についてご報告いたします。
　１０月１６日午後３時過ぎに受人及び渡人と一緒に朝仁上畑の現地で聞き取り調査をいたしました。申請書のとおり３筆で、契約の内容も間違いないということでした。

　土地については、現在果樹及び野菜が栽培され、防風林も設置されていました。

　なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については、別紙のとおりでありますのご報告いたします。以上です。
（與島委員）
　３条申請№２７について調査しましたので報告いたします。

　昨日１９日１６時に申請人宅に伺いまして本人と話しをしました。申請した通りでありますので間違いありませんということでした。土地の方が役勝の方になりますのでちょっと離れているのですがということを話しましたら、申請人は現在７８歳で娘婿が公務員で、その二十歳前後の孫が農業をするということを話していました。土地についてはまた担当からあると思いますのでよろしくお願いします。以上です。
（松元委員）
　３条申請№２７の土地について調査報告をいたします。

　この３条申請ですが、この件は裁判所からの競売の買受適格証明願ということで、本来であれば４条で出すべきなのですが、地目が田であるために３条申請で出てきたという形です。１０月１４日午後４時に現地を調査しました。現地は国道５８号線沿いの中役勝と上役勝の中間地点で私の家より１キロメートル位上流の所です。１８ページの下段に買受の金額と土地の内容が書かれており、甲４７番７と甲２５１番７とありますが甲２４７番７は宅地で甲２５１番７が田で今回出てきた土地です。この土地は約１７～１８年前に国道改修工事と河川工事のために移転しなければならないということで、親や兄弟・子供達が農地を埋め立てて３棟家を建て、現在居宅・事務所・倉庫が建っています。申請書は転用許可が出ているものと思っていましたが、実際のところ出ていないということは農業委員会は経たが法務局への申請漏れだと思われます。先程申しましたように裁判所からの買受適格証明願いということで地目が田であるためにこの様に３条で申請が出てきたということです。以上です。
（前山会長）

　それでは、これから本案に対する質疑に入ります。
（昇委員）

　補足説明をいたします。

去る１０月１５日に５条申請の土地について農業委員３名と事務局の分室長で現地調査を行いましたが、その帰り道にこの№２５について現地確認を行いました。内容は先程申し上げましたように夏植えがされており、きれいな圃場に整備されているということです。
なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については別紙のとおりでありますので報告いたします。以上です。

（前山会長）

　№２７の案件は取得後に４条なりの申請が出てくることになりますかね。
（松元委員）
　その件で事務局に聞きたいのですが、申請書が出た場合には農業委員会で今回許可になりましたという通知がいくのですか。

（山下次長）
　申請が買受適格証明ということになっていますので、それを本人に渡します。そうすると本人は裁判所の入札に参加する資格が出来るということです。結果については我々は何もいうことは出来ませんが。

（松元委員）

　４条か５条か判りませんが後から出てこなければいけませんので、その旨を言ってもらえないでしょうかと思ってなのですが。
（山下次長）
　はい、判りました。これは現在地目は田になっていますが、我々調査した時には家が建っていて既にその横の駐車場とかそういうものに使われていますので、これは３条で出てきていますので３条のままこれは名義変更でしますが、取得した後に例えば非農地証明及び４条申請が出てきた場合には認めざるを得ないと思います。我々は今適格証明の審議をしていますので入札の結果誰になるかは判りませんが。
（吉委員）
　これは競売の入札に参加するための適格証明ということですか。

（山下次長）
　そうですね。

（吉委員）
　まだ決定はしていないということですね。

（川内局長）
　落とすかどうかはまだ決まっていません。

（吉委員）
　証明をもらった人が入札に参加するということですね。

（川内局長）
　はいそうです。

（前山会長）

　ですから現状は住宅が建っているようですが、競売に参加するためには、農地であるので３条の許可がもらえないと入札に参加できないということです。この人が落札するかどうかははっきりしませんが、落札をされた方が４条申請なり非農地証明願をすることになります。
　外に質疑ございませんか。
（「なし」の声あり）

質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

　議案第６２号農地法第３条の規定による許可申請については、担当調査員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって議案第６２号農地法第３条の規定による許可申請については、審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

日程第４

　議案第６３号農地法第４条の規定による許可申請について、を議題といたします。
事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）
（議案の朗読及び農地区分の報告）

　№８につきましては、駐車場建設のための申請であります。

　申請地は朝仁新町の有馬スタンドの向かいのバス通りで、周囲は住宅に囲まれており、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　№９につきましても駐車場建設のための申請であります。

　申請地は朝仁新町の中央部で周囲は住宅に囲まれており、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　№１０につきましても駐車場建設のための申請であります。

　申請地は№９の隣接地で、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　№１１につきましては、住宅を建設するための申請であります。

　申請地は仲勝町のヤン川沿いの柿岡自動車整備工場の一角の角地で、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　以上４件でございます。

（前山会長）
　それでは、本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。　
（山下次長）
　議案第６３号農地法第４条議案番号№８の案件について報告いたします。

申請は二人の名で申請が出おり姉弟ですが、申請人の一人であります椿眞弓氏の自宅に９月１６日から１７日にかけて再三にわたり電話したのですが、なかなか繋がりませんでした。そこで色々勤務先がどこかということで調べ、本人が本土の高校に勤務しているということが判りました。１０月１７日午後３時５０分に電話連絡が取れまして、この申請については申請書のとおり駐車場にするということで間違いないということでしたので報告します。以上です。
（屋島委員）

　議案第６３号№８の農地法第４条の規定による許可申請についてご報告いたします。

　１０月１６日午後２時過ぎに申請人宅で本人に聞き取り調査をしました。申請書のとおり月極駐車場として利用したいということでした。土地は土地区画がされていまして、出入口以外の三方はブロックで囲まれ整地されており、問題はないと思いますので報告いたします。以上です。
（山下次長）
　議案第６３号農地法第４条議案番号№９の案件について報告いたします。

　申請人であります木村さんが現在埼玉県に住んでいますので、１０月１６日１６時３０分に電話で確認しました。申請書のとおり駐車場にしますということでした。№８．№９．№１０につきましては全部姉妹です。申請人はその内３名は女性で№９の案件につきましても本土に在住で、№１０も本土に在住ですので私の方から連絡しました。
　№１０につきましては、申請人の篤さんは神奈川県に在住ですので１０月１７日朝８時３０分に電話をしました。この申請書のとおり駐車場にするということで間違いありませんということでした。以上です。
（屋島委員）
　議案第６３号№９と№１０は隣接しておりまして、一括して農地法第４条の許可申請のご報告をいたします。

　１０月１６日午後２時過ぎに土地について調査しましたが、№９と№１０の申請人は姉妹であり、その申請地に境界はなく、周囲はブロックで囲まれ一筆状態であります。土地区画整理の場所できれいに整地されており、申請書のとおり問題はないと思いますので報告いたします。以上です。

（喜野委員）

　議案第６３号№１１農地法第４条の規定による許可申請についてご報告いたします。
　申請人本人が鹿児島より１９日最終便で奄美に帰るということでしたので昨日１０月１９日午後８時に申請人の坂江さん宅で面談いたしました。現在有屋町の借家に居住しており今回本人所有の農地に自宅建設を予定しているものです。申請書記載内容に相違のないことを確認いたしました。なお、補足説明になりますが、５０ページ申請書欄２項に畑面積が８３平方メートルとあり、申請書欄３項の転用計画の中で土地造成面積が１１９．３６平方メートルとなっておりますが、これは５１ページの地図を見ていただいたら判りますが申請地の中に５番３２という小さな宅地が含まれているためです。
農地法第４条の規定による申請地確認について報告いたします。
同じく１０月１９日午前１１時３０分申請地を確認いたしました。まず現況ですが、整地された状態で１０センチ程度の雑草が生えております。住宅街の一角にあり近隣に耕作中の農地はなく特に問題はないものと思われます。以上です。

（前山会長）

　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

（吉委員）

　３件とも駐車場ということですが、賃料はいかほどでしょうか。

（屋島委員）

　駐車場にはなっていますが、管理は不動産会社がやるのではないかと思いますので金額は聞いておりません。

（榮委員）
　８、９、１０の申請の様式が全部同じなのですが、これは不動産屋さんが介入してのことですよね。

（山下次長）
　そうですね。これは実際に申請書を持って来たのは不動産会社で、全て４条で出ていますが朝仁の不動産会社に申請書は依頼しているようです。実際管理も不動産会社に任せるのではないかと思われます。

（昇委員）

　№１１の５１ページを見ていますが、５番３１と５番３２この両方にまたがって家を建てるということですが、３２は申請はしなくて良いのですか。
（川内局長）
　既に宅地になっています。

（前山会長）
　外に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
　質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第６３号農地法第４条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第６３号農地法第４条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。
日程第５
議案第６４号農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたしますが、本案には会長の調査案件が含まれておりますので、議長を会長代理に交代して議事を進めたいと思います。
（議長交代）

（松崎会長代理）

暫時休憩いたします。

議事を再開いたします。
　議案第６４号農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）

（議案の朗読及び農地区分の報告）

　№２７につきましては、贈与による所有権の移転で貸家を建設するための申請であります。
　申請地は笠利総合支所と前田川の中間にありまして、集落の中にあり、農振農用地区域外の小集団で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断されます。

　№２８につきましては、売買によります所有権の移転で資材置場を建設するための申請であります。

　申請地はあやまる岬に入ってすぐ右の土地でして、農振農用地区域外の小集団で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断されます。

　以上２件でございます。

　
（松崎会長代理）
　それでは本案に対する担当委員による調査意見の報告を求めます。

（山田委員）
　議案第６４号農地法第５条の規定による許可申請№２７の土地について調査報告いたします。
　これは親から子への贈与です。９月１５日１３時３０分に事務局の中尾分室長、前田委員、私、譲渡人の弟立ち会いのもと調査いたしました。赤﨑委員からは朝に現地調査をするという電話を受けております。私の隣の土地で６０ページと６２ページの地図を見るとすぐ判りますが、赤木名集落の中心にあるキビ畑で、現在譲渡人の弟との境界にはモクマオウの大木がありましたがそれを取り払ってブロックを積む準備をしていました。これは赤木名の中金久集落の中心ですので、家を造らないのはもったいない土地で、周囲は角は川、西側は道路で周囲は宅地で何も問題はないものと思いますので審議をよろしくお願いいたします。以上です。
（前田委員）
　今山田委員の方から現地調査の報告がありましたが、私もその日同行しました。説明のとおり赤木名中金久の中心地の農地です。かねがねサトウキビが植えられていたのは確認していたのですが、これだけ広い農地というのは判りませんでした。現地に行きますと農地ではありますが、集落の住宅の中にある農地であり今回の申請についてはやむを得ないと思いますので、皆様のご審議方よろしくお願いいたします。以上です。
（赤﨑委員）
　私はちょうどその時に用事がありまして一緒に参加出来なかったのですが、１５日午前１０時頃に現地の確認調査をしました。山田委員がおっしゃるとおり周囲は宅地で家が建っており、笠利支所の裏の方にあたり場所的にも最高ですしそこに賃貸住宅ということで、また笠利町の人口が増えて結構ではないかと思います。何ら問題はないと思いますのでよろしくご審議をお願いします。以上です。
（前山委員）
　農地法５条申請№２７の受人について調査報告いたします。

　この方は浦上に５年程前に引っ越してきましてシナジー通商という土木建築資材の販売、取り扱いをしております。土曜日の午前９時過ぎ事務所に伺ったのですが、２・３日出張で帰って来ないということで本人とは会えなくて従業員の方から携帯の方に電話を掛けて頂きまして電話で確認をいたしました。この土地は贈与になっていますが親子の関係です。この土地は放ったらかして草ぼうぼうにする訳にはいかないということで、何か利用したいと考えていたところ、自分が譲り受けて賃貸住宅を建設して人が住んでくれて少しでも赤木名地区の活性化に繋がってくれないかという思いで賃貸住宅を建設するということです。申請書のとおり間違いありませんのでよろしくお願いしますということでした。以上です。
（山下委員）
　議案第６４号農地法第５条の規定による許可申請の№２７について報告いたします。

　１０月１６日（木）午後６時に渡人に直接お会いしてお話を聞くことが出来ました。受人と渡人は親子であります。受人は長男で５２歳、渡人は７５歳とのことでした。土地の所在及び権利の設定に係る記載内容に間違いないとのことでした。以上報告を終わります。
（中尾笠利分室長）
　議案第６４号農地法第５条議案番号№２８の案件につきましては、譲受人に１０月１５日（水）午前９時１７分に電話で確認をしましたところ、申請書のとおり事実であるのでよろしくお願いしますとのことでしたので報告いたします。以上です。

（野﨑委員）
　議案第６４号農地法第５条申請の№２８の報告をいたします。

　事務局かも説明がありましたように１０月１５日１４時３０分に中尾分室長、昇委員、福原委員、私の４名で許可申請の件について調査しました。譲渡人の里さんは用事で来れませんでしたが、杭を打って境界線等を確認してありました。田を埋め立ててありましたが高齢なので農業は出来ないということで、譲受人の瀧田さんに土地を譲るということでした。ご審議の程よろしくお願いします。以上です。
（福原委員）
　議案第６４号農地法第５条許可申請№２８について報告いたします。

　事務局と野﨑委員が説明したように１０月１５日（水）申請地に２時３０分の集合で分室長の中尾さん、野﨑委員、昇委員、私の４名で立ち会いのもと現場確認をいたしました。現場には少し草が生えていましたがそれも薙いで杭もちゃんと打たれていました。資材置場の配置図も７０ページに出ており、申請書のとおり間違いないのではないかと思われますので、委員の皆様のご審議方よろしくお願いいたします。以上です。
（昇委員）
　ただいまお二人の委員が報告したとおりでございます。現地は草が繁茂しておりますが、ちゃんと測量されているために杭が打たれております。なお、譲受人と譲渡人との間の取引は数年前に済ませてあるという話しでありました。問題はないと思います。この土地は何度も色々な面で現地を確認に或いは訪れた場所だと認識をしております。以上です。
（松崎会長代理）
　それでは、これから本案対する質疑に入ります。

（南委員）
　受人は名古屋在住になっていますが、資材置場で何故崎原に土地が必要なのですか。
（中尾笠利分室長）
　ご存知のように山田さんの住所は名古屋ですが殆ど住んでいるのは赤木名です。

（南委員）
　判りました。

（榮委員）
　登記簿は田で現況は原野というのはどういうことですか。

（中尾笠利分室長）
　委員のところにもそういうものがあると思いますが、登記簿は田で登記してありますが、現況は荒らし放題で原野化しているということで原野と書いてあります。
（昇委員）
　私が説明してよろしいですか。よく奄美である丘陵地帯のへこんだ所は昔は僅かな泉があるので田圃に使っていました。その田圃を周りの高さまで埋め立てているのです。
（榮委員）
　許可なしの埋め立てでしょ。

（中尾笠利分室長）
　許可ありです。

（松崎会長代理）
　大島支庁の方から許可がちゃんと出ていますので、埋め立ての問題はないと思います。

　外に質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
　質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第６４号農地法第５条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第６４号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。
（議長交代）

（前山会長）

　
日程第５
　議案第６５号非農地の認定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

（議案の朗読及び説明）

　№６につきましては、申請人が榮村　信和さんで、申請地は奄美市笠利町大字万屋字泉川２２７７番１外３筆で面積が３，０７６平方メートルです。申請地は奄美空港のすぐ隣の県道と遊歩道に挟まれた場所です。現地については調査委員の報告があると思いますのでよろしくお願いいたします。

以上１件でございます。

（前山会長）

　それでは、本案に対する担当委員による調査意見の報告を求めます。

（吉委員）

　議案第６５号非農地の認定について調査報告いたします。

　１０月１７日昼前に申請人の自宅を訪問しましたが留守で、夕方再度午後６時に訪問しまして会うことが出来ました。申請地について非農地証明願いが出ていることについて本人から話を聞きました。本人に話しましたらそのとおりだということでありました。将来の計画があるのかということで伺いましたが、今のところ何もないということでした。約３０年近く農地として利用していないため非農地証明願いを出したということでした。審議の程よろしくお願いします。以上です。
（肥後委員）
　議案第６５号№６で申請されています非農地認定申請の土地について調査をしましたので報告いたします。

　１０月１５日午後２時より申請地の現地におきまして笠利分室の中尾さん、委員の泉、昇、肥後と申請人調査の吉委員も加わりまして調査を行いました。７７ページに現状の写真が添付されております。現地は海岸近くの白砂地で畑には向かない場所ですが、十数年前もしかしたら２０年越えるかも判りませんが、砂が採取され埋め戻しはされているようですがその後放置され、現在は中に入れない状態でした。調査の結果、非農地と認めることが適当であると思われましたので、審議の程よろしくお願いいたします。以上です。
（昇委員）
　１０月１５日お二人の委員が述べられたように申請地の調査をいたしました。農地としての価値は殆どなく利用価値は殆ど皆無であるといってもよろしかろうと考えています。ご審議方お願いします。以上です。
（泉委員）
　１５日１３時頃肥後委員と集合時間が１４時ということで時間を確認して、１３時４０分頃に現場に着き字図でちょっと判らなかったもので皆さんが来られるのを待っていました。１４時から私と肥後委員、昇委員、吉委員、支所の中尾さんの５人で確認した結果、もう殆ど畑になるような状態ではなく、非農地と認めてもよろしいかと思われました。よろしくお願いします。以上です。
（前山会長）
　それでは、これから本案に対する質疑に入ります。

　泉川と前田の土地は離れているのですか。
（肥後委員）
　これは山下建設の家の後ろで、歩いて行けますが川を越えて泉川になっているもので、前田と泉川になっていますが、同じ場所だと考えて結構だと思います。

（前山会長）
　外に質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）
　質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。

　議案第６５号非農地の認定については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。

　よって、議案第６５号非農地の認定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第７

　　議案第６６号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（中尾笠利分室長）
（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですので，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第６６号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第６６号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
これから協議会へ移します。

・平成２６年度農業委員等ブロック別研修会について
・広域農地パトロールについて

・１２月定例会の日程について

　
　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
平成２６年１０月２０日
奄美市農業委員会

会長　前山　重一郎
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